
第30回日本母乳哺育学会
教育委員会主催勉強会

日 時：2024年2月11日（日・祝）
10時00分～14時30分（40分休憩を含む）

会 場：オンライン開催のみ
申し込み：https://peatix.com/event/3798573

詳細は右QRコードを読み込んでください。

参 加 費：会 員 2000円
非会員 6000円（行政で産後ケア事業に関わっているスタッフ4000円）

事前に日本母乳哺育学会に入会いただけますと勉強会に下記費用でご参加いただけます。
年に２回、皆さんの日々の活動にお役に立てるような勉強会を企画してまいります。
ぜひ事前の学会への入会をお願いいたします。

テーマ：産後ケアと母乳育児支援

開会の辞 10時00分～10時10分
◎午前の部 10時10分～11時40分

   「産後ケア事業の概説」                                               10時10分～10時55分
こども家庭庁成育局母子保健課 加藤 斐菜子先生 

   「産後ケア事業ガイドラインについて」                             10時55分～11時40分
東京都立大学人間健康科学研究科助産学専攻科 安達 久美子先生

◎午後の部 12時20分～14時20分

【シンポジウム「産後ケアの実際と母乳育児支援」】
「助産師のための産後ケアガイド2023」を活用した支援の実際  12時20分～12時40分

世田谷区立産後ケアセンター 永森 久美子先生
産後ケアの実際―出産した施設以外の施設での実際― 12時40分～13時00分

しらさぎふれあい助産院 木村 恵子先生
産後ケアの実際―デイケアサービス型/妊娠期からの継続した支援ー 13時00分～13時20分

産婦人科たなかクリニック 田中 茂樹先生

総合討論 13時30分～14時20分

閉会の辞 次回勉強会開催のご案内 14時20分～14時30分

本会は日本助産師会継続教育ポイント、日本産婦人科学会、日本産婦人科医会認定シール、
IBLCE継続教育単位を発行予定です

現在、「産後ケア事業」が各自治体主体となり推進され、多くの母子が利用している現状に
あります。厚生労働省より「産後ケアガイドライン」の概要は出ているにもかかわらず、提
供しているケアの実際は様々であることが推察されます。実際「産後ケア」を利用する理由
として「不安が強い」「母乳育児が心配」など育児技術に関するものが多いことも知られて
います。今回の勉強会では、「産後ケア事業」について改めて学び、さらに、実際様々な
ニーズを持った母親にどのような支援がされているのかを共有する場にできたらと思います。
また現状を知ることで、母親のニーズに沿った「本来あるべき産後ケア」とはなにか、皆様
と意見交換できればと思っております。

申し込みは
こちらから

https://peatix.com/event/3798573
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